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 丸山大橋
　丸山大橋は、アーチ支間の長さ118ｍ（橋長175ｍ）で全国市町村道日本一のアーチ橋です。
　丸山大橋の親柱は村を代表する重要文化財「渡辺邸」をアレンジし、高欄は、同邸のなまこ壁をイメージ
化したものをベースに村の木「もみじ」と村の花「ゆり」、そして力強く泳ぐ「あゆ」を入れ、照明灯は同
邸のからすどまりをイメージして制作されています。
　水面からの高さ44m橋の上には３ヶ所のバルコニーが設けられ、関川盆地の美しい眺めを一望できます。
また、夜にはライトアップされ、美しい曲線が浮かび上がります。
　丸山大橋の両岸にある丸山公園とお野立公園は、春は桜の艶姿も楽しめるなど行楽のスポットとして家族
連れなどで賑わっています。
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年頭のご挨拶 新年のごあいさつ
社団法人 村上法人会

会長　齊藤　　茂　 村上税務署長　野原　英明　

　新年あけましておめでとうございます。
　会員の皆様には、お健やかに新春をお迎えのことと
心よりお喜び申し上げます。
　旧年中は、当法人会の事業運営に対しまして格別の
ご理解ご協力を賜り厚くお礼を申し上げます。
　現下の経済環境は、昨年の国内総生産（GDP）が３
四半期ぶりにマイナス成長に転じ、日中関係の悪化や
国内需要の低迷など直面する円高やデフレ、少子高齢
化や雇用問題等々深刻な事態が山積しており、景気後
退局面の長期化が懸念されているなど決して楽観でき
る情勢ではありません。
　政治情勢につきましては、新内閣も発足し、政局の
安定とともに景気後退からの脱却を図るべく政策が期
待されているところであります。
　さて、当法人会の最重要課題であります公益社団法
人化への対応についてでありますが、昨年の通常総会
において公益法人移行認定申請に関する諸議案を可
決・承認いただき、誠にありがとうございました。現
在、県の関係部署において申請前のチェックを受けて
いるところですのでこの会報が届く頃には正式な電子
申請が完了し、審査を経て、年度内には公益認定がな
されて４月の新年度からは公益法人として新たなス
タートが切れるものと思っております。
　当村上法人会は、昭和40年４月村上税務署管内の中
小企業者を会員とする「村上法人会」として設立され
た後、平成２年、関東信越国税局より社団法人として
の設立認可をいただき「社団法人村上法人会」として
再発足いたしました。設立以来、半世紀の永きにわた
り、良き経営者を目指すものの団体として、「会員企
業の健全経営」「税知識の普及と納税意識の高揚」更
には「地域社会への貢献活動」をテーマとして活動を
してまいりました。今後とも税務ご当局のご指導をい
ただきながら税理士会諸先生のご支援のもと、会員は
もとより、地域の方々とも連携を密にした活動を展開
して参る所存であります。　　　　　　　　　
　最後になりましたが、今後とも会員皆様の温かいご
支援・ご協力を賜りますよう心からお願い申し上げ、
会員企業の益々のご発展と会員皆様のご健勝をご祈念
申し上げまして新年のご挨拶とさせていただきます。

　新年あけましておめでとうございます。
　社団法人村上法人会の会員の皆様方におかれまして
は、お健やかに新春をお迎えのことと、心よりお慶び
申し上げます。
　昨年中は、齊藤会長をはじめ役員、会員の皆様方に、
法人会活動を通じまして、税務行政に深いご理解と多
大なるご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
　貴法人会は、県内で最も加入割合が高く、組織力が
充実しているほか、事業活動も活発でその内容も他の
模範となるものばかりです。
　とりわけ、女性部会による養護老人施設での見事な
長唄や舞踊の披露に加え、タオルやお手玉の贈呈によ
る地域社会貢献活動をはじめ、東日本大震災からの復
旧、復興のための募金・支援活動等に積極的に取り組
むなど、公益法人として相応しい事業活動を幅広く展
開されておられ、心から敬意を表する次第であります。
　本年は、平成20年の公益法人制度改革関連法施行に
伴い、「社団法人村上法人会」から「公益社団法人村
上法人会」に移行される運びであると聞いております。
公益社団法人へ移行後は、国税当局が主務官庁ではな
くなりますが、これまでの協力関係は変わるものでは
ありません。法人会活動がより一層充実しますよう、
引き続き連携・協調を図って参りたいと考えております。
　ところで、ご承知のとおり、税務行政をとりまく環
境は、日々大きく変化しております。
　特に、平成23年度税制改正において、昭和37年の制
度以来最大の見直しとなる国税通則法の改正が行わ
れ、それに伴い新たな税務調査手続が本年１月よりス
タートいたします。
　この改正は、税務調査手続の透明性及び納税者の皆
様の予見可能性を高めることを目的としたものであり、
私どもといたしましても、こうした趣旨を踏まえたよ
り適正な運営に努めていく所存であります。
　このような環境の中で、私どもに与えられた任務で
ある「適正・公平な課税と徴収の実現」を果たすため
には、私どもの力だけでは限界があり、会員の皆様の
ご協力が必要かつ不可欠であります。
　そうした中、村上法人会におかれましては、新たな
取組として納税貯蓄組合と合同で「消費税の期限内納
付に向け、納税貯蓄の推進運動」を始められておりま
す。会員の皆様方におかれましても、是非ご賛同いた
だきますようお願いいたします。
　さて、まもなく平成24年分の所得税等の確定申告の
時期を迎えます。この確定申告は、一年で最も多くの
納税者の方々と接し、税務行政に対する国民の皆様の
ご理解と信頼をいただく上で極めて重要な時期である
と考えております。
　本年も引き続きe-Taxを利用した申告と納税を推進
していきたいと考えておりますが、本人の電子証明書
を付して、期限内にe-Taxを利用して申告していただ
きますと、初年度に限り本年度も「電子証明書等特別
控除（最高3,000円の税額控除）」を受けることができ
ます。この税額控除は、本年が最後でございますので、
まだ、ご利用でない方がおられましたら、是非ともご
利用いただくようお願い申し上げます。
　結びに、新しい年が社団法人村上法人会並びに会員
の皆様方にとりまして更なる発展を遂げられる年にな
りますよう、また、皆様方のご健勝と企業のご繁栄を
心から祈念申し上げまして、新年の挨拶とさせていた
だきます。
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　今年の視察研修旅行は、去る９月５、６日 26名の
参加を得てつくば市・東京方面の旅でした。
　村上商工会議所を早朝６時に出発し、各支部ごとに
乗車していただき、一路つくば市を目指してバスを進
めました。
　予定どおりお昼につくば市に到着し、昼食後、視察
研修先の中央農業総合研究センターの「食と農の科学
館」において情報広報課の大塚専門員から質疑も交え
約１時間お話をお聞きしました。同センターは産学官
連携でバイオマス資源エネルギーの利用技術を開発す
るため、バイオ資源作物の機械化栽培技術の開発、搾
油、ペレット化、バイオデイーゼル変換、機能性成分
抽出、また製造した燃料の評価などの技術開発に必要

な機械・測定機器を整備しているとのことでした。お
話のなかで日本の食料の自給率が約40％しかなく、何
かの理由で外国からの食料がストップすれば人口の半
分以上が餓死することやGPSを利用した無人田植機の
実用化などが特に印象に残りました。その後、霞ヶ浦
にある「予科練平和記念館」を見学し命の尊さや平和
の大切さなどを実感させられました。これで第１日目
の視察・見学も終えて都内両国の旧相撲部屋「割烹吉
葉」において相撲甚句を聞きながらの夕食はお酒も進
み、大盛り上がりの大宴
会となり、皆さん大満足
で浅草にあるホテルに入
られました。
　翌早朝、ホテルは浅草
寺からほど近いところに
あり、雷門などに足を運
ばれた人もあったようで
す。２日目は上野にある今から116年前三菱創始者・
岩崎家本邸として建てられ現在国の重要文化財にも指
定されている「旧岩崎邸」を見学しました。英国人に
よって設計された本格的なヨーロッパ式邸宅や広大な
庭は当時の雰囲気を漂わせていました。
　その後、新大久保のコリアンタウンに移動して韓国
の町並かと思わせる路地などを散策し、お昼は「オム
ニ食堂」において韓国料理を堪能しました。帰路は、
途中のSAにおいてそれぞれお土産などを買い込み、
車中の人となり無事に村上へ到着しました。
　最後に、まだ残暑が残る暑い中ではありましたがお
天気にも恵まれこの視察においてお世話になりました
「村上観光さん」にお礼を申し上げ、報告とします。

　去る10月11日、北海道釧路市で開催された第29回法
人会全国大会において「平成25年度税制改正に関する
提言」「税制改正に関するスローガン」「大会宣言」が
採択されました。
　この提言は、全法連が各単位会の税制改正要望や税
制アンケートなどをもとに税制委員会で取りまとめ決
議されたものです。
　村上法人会では、提言事項について去る11月20日、
齊藤茂会長、三原栄税制委員長、渡辺英一税制副委員
長が大滝平正村上市長と面会して提言書を手渡し、併
せて板垣一徳村上市議会議長に対しても同様に要望活
動を行いました。

「税制改正に関する提言」要望活動

◯待ったなし。国・地方とも
聖域なき行財政改革の断行を！

◯活力ある経済社会の実現を目指し、
抜本的な税制改革を！

◯予算の迅速な執行など、
万全な体制により被災地の早期復興を！

◯所得税は広く薄く負担を求め、
努力した人が報われる税制の構築を！

◯わが国企業の国際競争力確保のためにも、
さらなる法人税率の引き下げを！

◯地域の活性化・雇用確保に資するためにも、
欧米並みの本格的な事業承継税制を！

◯増税だけに頼るのではなく、
徹底した歳出削減の実施を！

◯地方分権の推進のため、
三位一体改革の更なる徹底を！

◯年金・医療・介護制度について改革を断行し、
持続可能な社会保障制度の確立を！

平成25年度 税制改正に関するスローガン

第21回 視察研修旅行の報告
研修委員長　横井　修次
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青年部会長　遠山　忠宏 　 女性部会長　竹内伊津子 　
青年部会の動き 女性部会の社会貢献活動

青年部会の活動 女性部会の活動

村上法人会からインターネットセミナーのご案内
村上法人会のホームページから無料でセミナーが視聴できます。

会員ID：hj1023　パスワード：1871 100タイトル以上が無料でご覧いただけます。

第26回法人会全国青年の集い宮崎大会・部会長サミッ
トに参加して
　11月２日、３日にて「第26回法人会全国青年の集い
宮崎大会・部会長サミット」が開催されました。全国
から千人以上の法人会会員及び青年部会長が集まり部
会長サミットでは基調講演を地元宮崎で学校法人事業
をされている川越宏樹さんが「宮崎を変えた男たち」
と題して話されました。話の中にはやはり前宮崎県知
事の東国原さんがどれだけ宮崎県に貢献されたかとい
うお話を地元の声として聞く事ができ、マスコミ報道
やインターネット上の情報よりも地元の情報の大切さ
を感じさせられる講演でした。

　基調講演後の円卓会議では、約10名前後のテーブル
に分かれて　１．あなたの街の新価値創造について　
２．租税教育活動の全国一斉行動について　の２つの
テーマを討論しました。一番目のテーマである新価値
創造については地元の特色を生かした事業展開のお話
が多く、村上でもそうですが皆さん知恵を出して地域
活性を試みている事がとても感銘を受けました。二番
目のテーマでは地元の様々な団体を巻き込んだ租税教
育活動展開をされている事例等がありとても参考にな
りました。
　村上法人会青年部会では今年度から少しでも多くの
小学校への協力をという事で役員はじめ出来るだけ多
くの会員さんに協力していただく体制を整えておりま

すが、今回の各県の様々な
事例はいかに少ない人数で
地元の多くの子供たちに租
税教育を実施していくかを
考えての事例でした。取り
入れられる点は是非村上で
も実施していきたいと思い
ますので部会員はもとより、
本会、税務関係ご当局のご
指導・ご支援をお願い申し
上げます。

　恒例になりました法人会女性部会の、社会貢献活動
も14年目になりました。高齢化社会になり、女性部も、
少なからず平均年齢が上がって来ておりますが、参加
した13名の女性パワーは、それに負けない活動となり
ました。
　この度お訪ねした「いわくすの里」は、岩船上の山
の、リハビリ専門学校のすぐ側にあります。村上に６ヶ
所ある施設の中では新しく、平成12年に長期入居者数
80名で、２番目に多い施設として開設されております。

この度の訪問も、会員の皆様大変お忙しい中で練習を
重ね、又「少し足りないね」と追加練習のフラフラダ
ンス。笑いの中にお互いの心を通わせる楽しい時間と
なったのではないでしょうか。私達の、拙い芸にも拍
手をいただき、又、涙を流してくださいました。施設
の皆さんの、手厚い看護に支えられながら、入居され
ている皆様の幸せな余生をと祈らずにはいられません。
高齢化社会に入り、全国的に入居希望者が増え続けて
いる今、村上管内はまだまだ多くの方が入居を待って
いると伺いました。各企業では、65歳での定年制が導
入され、若い人達の
働く場所が少なくな
るという矛盾をかか
えながら、反面、テ
レビ新聞から流れる
報道に、違和感を感
じずにはいられませ
んが、しかし、いつ
も施設慰問で感じる
事は、いかに健康で長生きが大切かということだと思
います。「ゆりかごから墓場まで」随分前に聞いたよ
うな言葉ですが、政治が混乱し、混沌としている今、
社会福祉国家日本として、国民にしっかりと手を差し
伸べてほしいと願うばかりです。これからも、村上法
人会として、微力ながらお手伝いさせていただこうと
思っております。
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「あさひ商工まつり」で税金クイズ！
　去る９月30日、朝日商工会と朝日支部共催によるあ
さひ商工まつりが道の駅みどりの里屋根付多目的広場
で開かれ、ステージパフォーマンスやフリーマーケッ
トなど目当てに多くの家族連れで賑わいました。

　会場の一角で朝日支部では、風船を無料配布して法
人会活動をPRし、また税金のパンフレットコーナー
を設けるなどして小学生を対象にした「税金クイズ」
を行いました。

合資
会社

渡 辺 大 輔代  表

渡辺塗装店
新潟県岩船郡関川村大字上関511番地2

TEL　0254（64）1224・1406
FAX　0254（64）1318

電気工事・水道工事の専門店

工事のご相談・調査・見積り無料！

酒井電機工業 株式会社
〒959－3131 新潟県村上市藤沢102 TEL（0254）62－3271

法　　　人　　　名 代　 表 　者 住　　　　所 支 部 名
リブインハーモニー㈲ 佐　藤　元　平 村上市三之町4－28 村　上
北陸建設㈱ 冨　樫　善　明 村上市佐々木1086－1 荒　川
㈱ほけん広場新潟支店 鳥　山　道　子 村上市山居町2－12－4 村　上
㈱テルサグループ 佐　藤　達　男 村上市飯野3－11－61 村　上
㈱わかぶな高原 永　井　伸　治 関川村大字沼132－2 関　川
㈱中嶋木材 中　嶋　　　睦 村上市高根519－2 朝　日
㈱村上塗装工業 初　瀬　康　子 村上市上助渕1089－6 神　林
合同会社ジーオリーブ 八藤後　新　哉 村上市上助渕974－8 神　林
㈲ランオート 嵐　　　博　昭 村上市今宿37－1 神　林
㈱日本海サービス 富　樫　正二郎 村上市府屋6－262 山　北
 女性部会

法　　　人　　　名 代　 表 　者 住　　　　所 支 部 名
新保屋家具㈱ 佐　藤　　　栄 村上市仲間町611 村　上
リブインハーモニー㈲ 佐　藤　ふみ子 村上市三之町4－28 村　上
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　大勢の子ども達が頭をひねりながらクイズに挑戦し、
回答者には粗品として下敷きやボールペンなどが贈ら
れました。

本会　副会長　齋藤　忠義 氏
 　　　　　　　   （村上信用金庫　理事長）
　※おめでとうございました

◇村上税務署長表彰
本会　監　事　大滝　徳蔵 氏
 　　　　　　　   （大滝自動車工業㈱　代表取締役）
　※おめでとうございました

平成24年秋叙勲  黄綬褒賞

「早春特別講演会」
開催のお知らせ

納税表彰式　受賞者

◦日　時　平成25年３月７日㈭
◦会　場　大観荘せなみの湯

◦講　師　田嶋 智太郎　氏
　　　　   （経済アナリスト ㈱アルフィナンツ代表取締役）
◦テーマ　「これからの日本経済の行方
　　　　　　　　　−どうなる企業経営−」

朝日支部の
　  活動のご紹介
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●それでは、齊藤社長さんにお聞きします。
　会社の沿革についてお聞かせください。
　昭和26年創業以来61年
間にわたり、電気工事を
はじめ、給排水空調設備
工事、エネルギー関連業
務などの総合設備会社と
して、今日まで歩み続け
てまいりました。
　企業努力もさることな
がら、地域の皆様にご愛
顧、ご支援をいただきありがたく感謝にたえません。

昭和26年11月　�創業　村上市安良町において主として
電気工事業を営む

昭和28年４月　朝日村岩沢に朝日営業所開設
昭和28年10月　家電製品販売部門を設置
昭和32年４月　関川営業所開設
昭和35年４月　中条営業所開設
昭和36年４月　管工事部門を設置
昭和36年６月　LPガス販売部門を設置
昭和46年11月　�本社を現在地に移設（その間に、安良

町より肴町、小国町へと移転しており
ました）

昭和59年６月　�新潟三洋電子㈱の進出により小千谷営
業所を開設

昭和60年５月　小千谷市に株式会社あさひを設立

企業訪問
旭電工株式会社

代表取締役　齊　藤　　　茂

昭和61年３月　不動産部門を設置
平成９年４月　あさひメンテ設立
平成17年９月　ISO9001、ISO14001　認定
　　　　　　　�品質管理、地域環境問題に対処するた

めの活動を行っております。

●会社の経営理念についてお聞かせください。
　１．�地域社会の豊かな生活環境に貢献し、成長発展

を続ける企業
　２．�お客様に、安心でより良い製品・サービスを提

供できる企業
　３．�常に向上心を持ち、創意工夫につとめ、活気・

活力に溢れる企業
　４．高い技術力を持って社会に誇れる企業

　活動テーマ
　「創意工夫」と「意識改革」

●今後の展望・事業展開についてお聞かせください。
　近年我が国の社会、経済環境は、大きな変革の中に
あり、我々を取り巻く環境もあらゆる面で多様化、高
度化がもとめられ、時代のニーズも急速に変化してお
ります。弊社はその変化に対応すべく、優秀なスタッ
フ、最新工法技術を取り入れ、地域産業の担い手とし
て鋭意努力を重ね、地域社会に貢献し、社員一丸となっ
て快適社会空間の創造に向けて、努力を重ねてまいり
たいと考えております。

新潟県／瀬波温泉 政府登録国際観光旅館（登録1346号）

〒958－0037 新潟県村上市瀬波温泉2丁目9番36号
予約専用 TEL.0254（53）5858

TEL.0254（53）4288㈹　FAX.0254（52）5285

http://www.shiomiso.co.jp
E-mail  shiomiso@shiomiso.co.jp

【会社の概要】
●代 表 者　代表取締役　齊　藤　　　茂
●住　　所　本　　　社：〒958-0876　村上市塩町12−14
　　　　　　　　　　　　℡0254-53-4261
　　　　　　関川営業所：〒959-3265　岩船郡関川村大字下関42−3
　　　　　　　　　　　　℡0254-64-1356
　　　　　　胎内営業所：〒959-2643　胎内市東本町25−69
　　　　　　　　　　　　℡0254-43-3102
　　　　　　小千谷営業所：〒947-0028　小千谷市城内4−3−38
　　　　　　　　　　　　℡0258-82-4703
　　　　　　グループ会社：株式会社あさひ　　　小千谷市
　　　　　　　　　　　　株式会社あさひメンテ　胎内市
●設　　立　1951年11月
●資 本 金　5,100万円
●従 業 員　75名
●事業内容　�電気工事・管工事・機械器具設置工事、電気通

信工事、さく井工事、水道施設工事、消防施設
工事、土木一式工事、電気製品・住設機器販売・
エルピーガス・灯油販売・ビルの賃貸その他

本社社屋
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　去る12月５日、大観荘で開催された村上法人会役員合同研修及び福利厚生推進連絡協議会において、村上税
務署管内納税貯蓄組合斉藤会長が出席され、同組合が納税貯蓄組合の活動の一貫として取り組みを進めている
消費税の期限内納付を目指す取組みについての協力要請がありました。
　お話の概要は、下記のとおり。
　この度、納税貯蓄組合の活動の１つに「消費税の期限内納付を目指す運動」として、納税準備のための預金
（積立）推進活動を進めたいとのことで、最近の長引く不況から、税金が期限内に納付されない状況が増えて
おり、その50％以上を消費税が占め、村上税務署管内のその占める割合が60％と全国平均を上回っているとの
ことでありました。
　期限内納付を目指す、村上税務署管内納税貯蓄組合としては、このような状況を改善すべく納税者に向けた
運動として、まず村上法人会に協力をいただき、出来れば共同事業として「消費税の期限内納付を目指す」運
動をして、できるなら、将来的には個人納税者にも幅広く推進していきたいとのことでありました。

～村上法人会への納税貯蓄組合からの
　　消費税の期限内納付を目指す取組の協力要請について～

平成26年１月から

記帳・帳簿等の保存制度の対象者が拡大されます
平成26年１月からの記帳・帳簿等保存制度

　事業所得、不動産所得又は山林所得を生ずべき業務を行う全ての方です。
　※所得税の申告の必要がない方も、記帳・帳簿等の保存制度の対象となります。

◎対象となる方

　売上げなどの収入金額、仕入れやその他の必要経費に関する事項を帳簿に記載します。
　記帳に当たっては、一つ一つの取引ごとではなく日々の合計金額のみをまとめて記載するなど、簡易な方
法で記載してもよいことになっています。

◎記帳する内容

　収入金額や必要経費を記載した帳簿のほか、取引に伴って作成した帳簿や受け取った請求書・領収書など
の書類を保存する必要があります。

収入金額や必要経費を記載した帳簿（法定帳簿）

業務に関して作成した上記以外の帳簿（任意帳簿）

決算に関して作成した棚卸表その他の書類

業務に関して作成し、又は受領した請求書、納品書、送り状、領収書などの書類

７年

５年

５年

帳簿

書類

◎帳簿等の保存

保存が必要なもの 保存期間

【帳簿書類の保存期間】

－村上税務署－
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AF法推-2011-0020-1212502　2月24日

〒950-0088　新潟県新潟市中央区万代4-4-27 新潟テレコムビル4F
TEL 025-243-0612　 FAX 025-243-0615

アフラック（アメリカンファミリー生命保険会社）
新潟支社


